
 

「保健体育」（体育）学習指導案 
 

１．日時       令和〇年〇月〇日（〇） 

２．場所       体育館 

３．学部・学年・組  中学部 第２・３学年 

４．単元（題材）名  「ＭＹサッカー 〜自分の得意な方法で、自分の力で、自分のペースで〜」 

５．単元（題材）目標（C） 

・ボールを自分の力で操作し、自分の得意な方法でパスやシュートをすることができる。（知・技） 

・活動方法を選択したり、気持ちを表情や声、身体で表現したりすることができる。（思・判・表） 

・活動を通して仲間を意識し、何度も挑戦して粘り強く取り組むことができる。（学・人） 

 

６．生徒観 略 

  

７．教材観 

 「サッカー」の特性として、仲間と協力してボールをパスで繋いでゴールに向かってシュートするとい

うわかりやすさがある。ボールを蹴る・ヘディングをするなど多様なパス操作が可能であり、肢体不自由

の生徒にとっても自分の得意な方法で参加しやすい競技である。また、パスやシュートといった動作を

通して、目的を持った操作や仲間との協力が自然に生まれるため、単元目標である「自分の力でボールを

操作する」「仲間と協力して運動する」ことの達成に有効である。 

 本単元では、生徒を視覚優位と聴覚優位の２つのグループに分け、それぞれの実態にあった工夫をす

る。具体的には、感覚特性（聴覚、視覚優位・視覚障がい）を持つ生徒がいるため、視覚優位のチームに

はゴールの周りに光るライトをつけて、棒スイッチと紐を連動させ、ボールがサッカーゴールを通ると

サッカーゴールが光る仕掛けを工夫する。一方、聴覚優位のチームには外部入力スイッチと電子テレビ

を接続し、ボールがサッカーゴールを通った時に、応援している仲間が外部入力スイッチを押すことで

「ゴール！」という言葉と音楽が流れる工夫をする。また、この単元では、パスを繋いでチームでゴール

できた達成感を感じてもらいたい為、ゴールキーパーを配置しない。 

 

８．指導観 

本校中学部は１時限 40分間のため、場面展開や装具の移動が多くなると活動時間が少なくなってしま

うことがある。また、医療的ケアが必要な生徒も在籍しているため、授業内容も考慮しながら設定する必

要がある。そのため、最初の導入はわかりやすく簡潔に説明し、場面転換を少なくしてプレゼンテーショ

ンソフトや絵カードなどの視覚教材を使用して生徒が活動の見通しをもてるように工夫する。それと共

に、聴覚優位の生徒に対しては、ＭＴの説明の他に、ＳＴが近くでゆっくりとした口調で次の活動内容を

具体的に説明したり、言葉かけをしながら一緒に活動したりといったて立ても行うようにする。 

また、授業の見通しや授業に対する期待感、モチベーションを上げることできるように、「始まり」と

「終わり」を明確にする。体育館の入り口にサッカーの試合の入場をイメージした花道をつくり、生徒が



好きな音楽を流すことで「始まり」に気付くきっかけを作ることができる。また、帰りも退場時に違う音

楽を流し、「終わり」に気付くきっかけをつくる。 

最後に、活動時に待機している生徒はそれぞれの実態に応じた方法で仲間を応援する。そうすること

で、単元目標の「仲間を意識する」「気持ちを表情や声、身体で表現する」にも繋がっていくと考える。

１学期の「バスケットボール」では、「サッカー」と同様にパスとシュートの技能に取り組んだ。その活

動の中で４グループに分け、それぞれのグループに担当ＳＴを配置してグループごとに生徒の実態把握、

支援の手立て、評価をしてもらった。今回はその情報を元に、個々に応じた活動方法を計画している。生

徒が自分の力でできたという達成感や身体を動かす楽しさ、いつもの日常生活ではない感覚刺激を感じ

てほしいと考える。 

 

９．単元（題材）の評価規準 

Ａ 知識・技能 Ｂ 思考・判断・表現 
Ｃ 主体的に学習に取り組む

態度 

①活動内容に気付くことができる。 

②自分の力で蹴ったり、ボールを押

し出したりしてパスやシュート

をすることができる。 

①課題に対して教員と一緒に活動

方法を選択することができる。 

②気持ちを表情や声、身体で表現

することができる。 

①仲間を意識しながら意欲

的に取り組もうとしてい

る。 

②何度も諦めずに挑戦しよ

うとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



10．単元（題材）の指導と評価の計画（全６時間、本時は第５時） 

次 時 学習内容 学習活動 指導上の留意点 
評価規準（評価

方法） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

１
・
２ 

 

・サッカーを知る 

 

 

・サッカーボールに触

れる 

 

 

・「Ｍｙサッカー」を説

明 

 

 

 

 

 

・ペアでの簡易ゲーム 

 

 

・サッカーの紹介動画

を見る。 

 

・実際にサッカーボー

ルを触って硬さや大

きさを感じる。 

 

・実際に様々な投げ方

を披露する。 

 

 

 

 

 

・ボールを触ったり、

蹴ったりする。 

・簡易的なミニゲーム

を行う。 

・動画を流す時は、流す前

に言葉かけをして再生

する。 

・ボールを触る時に、言葉

かけをしてから触って

もらうようにする。 

 

・蹴ったり、投げたり自分

の得意な方法で行い、自

分なりの頑張りで行う

大切さや 1人ではできな

い仲間の大切さを伝え

る。 

 

・サッカーボールと鈴が入

っているボールを使用

し、生徒に合ったボール

を使用する。 

・自分が活動する時のイメ

ージが持てるように活動

方法を何個か提示する。 

・活動を説明する時は、絵

カードやプレゼンテー

ションソフトで視覚的

にわかりやすく提示す

る。 

Ａ−１ 

（行動観察） 

Ｂ−１ 

（行動観察） 

Ｃ−１ 

（行動観察） 



３
・
４ 

 

・パス練習 

 

 

 

 

 

 

 

・シュート練習 

・２人１組のペアにな

ってパスを行う。 

・サークルになってボ

ールを繋ぐ。 

 

 

 

 

・２種類のゴールを使

用してシュートを行

う。 

・生徒の実態に合わせたペ

アに分ける。 

・実際に活動の様子を見な

がら活動内容を変更し

ていく。（２人１組〜サ

ークル） 

 

 

・ボールや目標物といった

注目するポイントを言

葉かけしたり、一緒に触

ったりして伝える。 

・視覚優位と聴覚優位の２

チームに分けて、それぞ

れに設定したゴールを

使用する。 

Ａ−２ 

（行動観察） 

Ｂ−２ 

（行動観察） 

Ｃ−２ 

（行動観察） 

 

 

 

 

２ 

５
・
６ 

・パスをつないでから

のシュートゲーム 

 

 

 

 

・応援の仕方を説明 

・ゴールに向けてシュ

ートをしたり、目標

物を狙ったりする。 

・グループに分かれて

１つのボールを繋げ

てシュートをする。 

・鈴や外部入力スイッ

チといった道具を使

用し、仲間を応援す

る。 

・ボールや目標物といった

注目する所を言葉かけ

しながら行う。 

 

 

 

・待機している生徒がそれ

ぞれの方法で応援でき

るような教材を使用す

る。 

Ａ−２ 

（行動観察） 

Ｂ−２ 

（行動観察） 

Ｃ−１ 

（行動観察） 

 

11．本時の展開 

  (1) 本時の目標 

    ・仲間と協力してボールを繋いで、目標物へシュートすることができる。（知・技） 

    ・表情や声、身体で仲間を応援することができる。（思・判・表） 

    ・活動に対して諦めずに取り組むことができる。（学・人） 

 

  (2) 本時の評価規準 

    ・自分なりの方法でパスやシュートをすることができる。（Ａ−２） 

    ・気持ちを声や表情で表現することができる。（Ｂ−２） 

・仲間を応援したり、協力したりして仲間を意識しながら活動に取り組もうとしている。 

（Ｃ−１） 



  (3) 本時で扱う教材・教具 

    テレビ、ホワイトボード、傾斜台、サッカーボール、鈴入りサッカーボール、ＬＥＤストリン 

ライト、サッカーゴール、暗幕、カラーコーン、鈴、タブレット、三脚、ＩＣＴ支援機器（外部 

入力スイッチ、棒スイッチ、接点式入力装置） 

(4) 生徒の実態と本時の目標 略 

  

  (5) 本時の学習過程 

時間 学習内容・学習活動 指導上の留意点及び支援の手だて等 評価規準（評価方

法） 

５分 

導 

入 

・チームごとに整列する。 

・出席確認、はじまりの挨拶 

 

 

 

・前回の内容振り返り、授業内容の説

明 

 

 

・移動 

・生徒の配置に配慮して行う。 

・体育係の生徒が前に出て一緒に挨

拶を行う。 

・授業のはじまりがわかるように挨

拶の動作を生徒と一緒に行う。 

・プレゼンテーションソフトを使

用し、動画や画像を用いて説明す

る。 

・本時のポイントとなることをホワ

イトボードに提示する。 

・歩行器を使用する生徒はＳＴ２人

で移乗して準備をする。 

 

30分 

 

展 

開 

・Ａチーム、Ｂチームに分かれてパス

でボールを繋いでいき、ゴールへシ

ュートをする練習（15分間） 

→グループの中で３グループに分け、

交代しながら練習する 

 

・生徒の実態に応じた転がし方で行

うようにする。 

・狙いたい場所や方向を生徒と一緒

に確認する。 

・パスをもらう時は、声を出したり、

身体を動かしたりしてアピール

するように促す。 

・待機のグループは頑張っている生

徒を応援する。 

・聴覚優位の生徒が行う時は、静か

な環境を設定する。 

・待機している生徒の表情を確認し

ながら健康観察をする。 

・Ａ−２（観察） 

 

 

 

 

 

 

 

・Ｂ−２（観察） 

・Ｃ−１（観察） 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５分 

 

ま 

と 

め 

・チームごとに整列する 

 

 

 

 

・おわりの挨拶 

・歩行器に乗っている生徒は座位保

持いすに移乗する。 

・本人または一緒に活動したＳＴが

頑張った点やよかった点を発表

する。 

・授業のおわりがわかるように挨拶

の動作を生徒と一緒に行う。 

 



(6) 教室配置等（正面を上にして、生徒や教員の位置、教材・教具の配置等を示す） 

・説明時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・活動時 
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